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3.3 付着藻類調査結果の概要 

付着藻類調査結果の詳細は、資料編の付着藻類調査結果のとおりである。それをもとに各地点の水質

階級について汚濁指数（DAIpo）を用いた水質判定を行うと、表 3-3-1のようになる。表 3-3-1には、参

考として BOD値をあわせて整理した。また、付着藻類による水質汚濁地図は、図 3-3-1のとおりである。 

各水系の汚濁階級をみると、黒瀬川水系はβ貧腐水性（βo）～α貧腐水性（αo）の“きれいな水”

～“ややきれいな水”の地点が多かったが、地点 3と地点 8はα中腐水性（αm）～強腐水性（p）の“と

てもきたない水”であった。 

沼田川水系は極貧腐水性（x）～β貧腐水性（βo）の“きれいな水”がほとんどで、地点 14 と地点

15はα中腐水性（αo）の“ややきれいな水”であった。 

太田川水系と瀬野川水系は極貧腐水性（x）～β貧腐水性（βo）の“きれいな水”で、三津大川水系

はα中腐水性（αo）の“ややきれいな水”であった。 

 

表 3-3-1  付着藻類による水質判定結果 

 

水 系 地 点 
BOD（mg/L） DAIpo値及び 

汚濁階級※3 
主要出現種※4 最大値※1 平均値※1 1月※2 

(H22-24) (H22-24) (H25) 

黒瀬川 1）黒瀬川下流 8.4 2.8 1.7 50.0  (αo) Gomphonema parvulum（ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ） 

2）和泉橋上流 6.6 3.0 3.7 32.5  (βm) Navicula atomus（ﾌﾈｹｲｿｳ） 

3）呉・黒瀬境界 5.6 1.7 2.7 13.4  (p) Navicula atomus（ﾌﾈｹｲｿｳ） 

4）竹保川 2.2 1.1 1.1 55.8  (αo) Navicula atomus（ﾌﾈｹｲｿｳ） 

5）光路川 7.3 3.0 1.8 68.8  (αo) Gomphonema parvulum（ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ） 

6）笹野川 10.0 3.1 1.6 53.9  (αo) Navicula minima（ﾌﾈｹｲｿｳ） 

7）石ヶ瀬橋上流 8.1 3.9 2.7 52.7  (αo) Navicula atomus（ﾌﾈｹｲｿｳ） 

8）中川 7.9 2.5 3.8 19.7  (αm) Navicula atomus（ﾌﾈｹｲｿｳ） 

9）深堂川 8.8 5.3 6.3 75.6  (βo) Achnanthes lanceolata（ﾂﾒｹｲｿｳ） 

10）米満川上流 2.8 1.3 1.4 74.9  (βo) Gomphoneis okunoi（ｸｻﾋﾞﾌﾈｹｲｿｳ） 

11）温井川上流 4.1 1.7 1.3 61.5  (αo) Navicula atomus（ﾌﾈｹｲｿｳ） 

沼田川 12）沼田川上流 1.8 0.9 0.7 85.5  (x) Gomphoneis okunoi（ｸｻﾋﾞﾌﾈｹｲｿｳ） 

13）造賀川 2.0 1.2 0.8 82.3  (βo) Fragilaria capucina（ｵﾋﾞｹｲｿｳ） 

14）宮領川 3.2 1.6 1.1 58.6 (αo) 
Navicula pseudoacceptata 

（ﾌﾈｹｲｿｳ） 

15）杵原川 2.0 1.2 1.2 66.4  (αo) Gomphonema parvulum（ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ） 

16）入野川中流 2 2.3 1.2 0.9 88.8  (x) Gomphoneis okunoi（ｸｻﾋﾞﾌﾈｹｲｿｳ） 

17）椋梨川上流 1.5 0.9 0.7 90.7  (x) Fragilaria capitellata（ｵﾋﾞｹｲｿｳ） 

18）沼田川中流 2.1 0.9 0.9 86.0  (x) Achnanthes convergens（ﾂﾒｹｲｿｳ） 

太田川 19）関川中流 1 1.6 1.0 0.6 79.6  (βo) Achnanthes subhudsonis（ﾂﾒｹｲｿｳ） 

20）東川 2.0 1.0 検出されず※5 73.9  (βo) Nitzschia fonticola（ﾆｯﾁｱ） 

瀬野川 21）椛坂川 1.6 0.9 検出されず※5 83.5  (βo) Achnanthes convergens（ﾂﾒｹｲｿｳ） 

22）瀬野川 1.6 0.9 0.7 92.2  (x) Achnanthes convergens（ﾂﾒｹｲｿｳ） 

三津大川 23）三津大川 1.9 1.0 0.6 53.3  (αo) Nitzschia amphibia（ﾆｯﾁｱ） 

※1：BOD値は、広島県ホームページ中の平成 22～24年度水質等調査結果から引用した。最大値は平成 22～24年度の 

最大値の平均値、平均値は平成 22～24年度の全値の平均値を示す。 

※2：BOD値は、「平成 25年度 公共用水域水質調査業務〔公共用水域（河川及び海域)水質調査）」の 1月分 

から引用した。 

※3：汚濁階級は x：極貧腐水性、βo：β貧腐水性、αo：α貧腐水性、βββmmm   :::   βββ中中中腐腐腐水水水性性性、αm：α中腐水性、 

p：強腐水性（階級は 6段階だが、底生生物に合わせて 4つに色分けした。） 

※4：主要出現種とは、もっとも多く確認された種 

※5：「検出されず」とは、定量下限値（0.5mg/L）未満のことである。 
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図 3-3-1  付着藻類による水質汚濁地図 
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3.4 各地点の調査結果詳細 

各地点での底生生物及び付着藻類の調査結果の詳細を以下に地点ごとに整理した。 

 

調査地点 1)黒瀬川下流 調査日 H26.1.29 

■調査地点の状況 

黒瀬川本流の取水堰直下の早瀬でﾀﾃﾞ科やﾂﾙﾖｼが生育、周辺は山林と農耕地で民家が点在。 

水温（℃） 6.7  

川幅（ｍ） 15 

生物採取場所 川の右岸 

生物採取場所の水深（cm） 15 

流速 はやい 

川底の状態 こぶし大の石混じり砂 

岸辺の状態 右岸：土羽 

左岸：コンクリート護岸 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ﾐｽﾞﾑｼが多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅱの“ややきれいな水”であった。 

 その他にｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗやｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属などが確認されたが、水生動物は全般に少なかった。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ － 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅱ 

水質階級Ⅱ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類 

水質階級Ⅲ ﾐｽﾞﾑｼ（多い） ややきれいな水 

水質階級Ⅳ ｻｶﾏｷｶﾞｲ 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 － 

貝類・甲殻類 － 

水生昆虫類 ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

その他 ｲｼﾋﾞﾙ科 

（注）青字：希少種（RDB種）、赤字：外来種 

 

 

 

 

 

 
 

   

ﾐｽﾞﾑｼ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ｲｼﾋﾞﾙ科 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、広適応性種の Gomphonema parvulum（ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、α貧腐

水性（αo）の“ややきれいな水”であった。 

主要出現種 Gomphonema parvulum 

（ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ） 

 

 

 

 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

α貧腐水性（αo） 

 

ややきれいな水 

 

 

■気づきなど 

 河床の石にバクテリアが多く付着しており、富栄養化が進んでいると考えられる。 
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調査地点 2)和泉橋上流 調査日 H26.1.29 

■調査地点の状況 

黒瀬川本流の緩やかな流れの平瀬でｵｵｶﾅﾀﾞﾓ、ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ、ﾂﾙﾖｼなどが生育、周辺は市街地。 

水温（℃） 7.7  

川幅（ｍ） 20 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 20 

流速 おそい 

川底の状態 こぶし大の石混じり砂 

岸辺の状態 右岸：コンクリート護岸 

左岸：土羽 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ﾐｽﾞﾑｼが多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅲの“きたない水”であった。 

 その他にｶﾜﾑﾂ、ﾀﾝﾜﾝｼｼﾞﾐ、ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ、ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ － 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅲ 

水質階級Ⅱ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類 

水質階級Ⅲ ﾐｽﾞﾑｼ（多い）、ｼﾏｲｼﾋﾞﾙ きたない水 

水質階級Ⅳ ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｶﾜﾑﾂ 

貝類・甲殻類 ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ 

水生昆虫類 ｺｶｹﾞﾛｳ属、ｵｵｸﾏﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ、ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

その他 ｲｼﾋﾞﾙ科 

（注）青字：希少種（RDB種）、赤字：外来種 

 

 

 

 

 

 
 

   

ﾐｽﾞﾑｼ ｼﾏｲｼﾋﾞﾙ ﾀﾝﾜﾝｼｼﾞﾐ ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ 
 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好汚濁性種の Navicula atomus（ﾌﾈｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、β中腐水性（β

m）の“きたない水”であった。 

主要出現種 Navicula atomus 

（ﾌﾈｹｲｿｳ） 

 

 

 

 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

β中腐水性（βm） 

 

きたない水 

 

 

■気づきなど 

水がやや濁っていた。 

 カモ類が多くみられた（マガモ、コガモ、カルガモ）。 

 川の中にゴミが多い。 

 

 

 

 

 

 

 

川の中にゴミが散乱 
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調査地点 3)呉・黒瀬境界 調査日 H26.1.30 

■調査地点の状況 

黒瀬川本流の緩やかな流れの平瀬でｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ、ｽｽｷ、ﾂﾙﾖｼなどが生育、周辺は農耕地。 

水温（℃） 7.9  

川幅（ｍ） 40 

生物採取場所 川の左岸 

生物採取場所の水深（cm） 20 

流速 おそい 

川底の状態 こぶし大の石混じり砂 

岸辺の状態 両岸：コンクリート護岸 

寄洲あり 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ﾐｽﾞﾑｼが多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅱの“ややきれいな水”であった。 

 その他にｶﾜﾑﾂ、ﾀﾝﾜﾝｼｼﾞﾐ、ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ、ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ － 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅱ 

水質階級Ⅱ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類、ｵｵｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ（多い） 

水質階級Ⅲ ﾐｽﾞﾑｼ ややきれいな水 

水質階級Ⅳ － 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｵｲｶﾜ 

貝類・甲殻類 ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ 

水生昆虫類 ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ、ｺｶｹﾞﾛｳ属、ｵｵｸﾏﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ｴﾗﾌﾞﾀﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ｼﾘﾅｶﾞﾏﾀﾞ

ﾗｶｹﾞﾛｳ、ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ、ｸﾛｲﾄﾄﾝﾎﾞ属、ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属、ﾁﾋﾞﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ属 

その他 － 

（注）青字：希少種（RDB種）、赤字：外来種 

 

 

 

 

 

 
 

   

ｵｵｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ﾐｽﾞﾑｼ ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ ﾁﾋﾞﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ属 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好汚濁性種の Navicula atomus（ﾌﾈｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、強腐水性（p）

の“とてもきたない水”であった。 

主要出現種 Navicula atomus 

（ﾌﾈｹｲｿｳ） 

 

 

 

 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

強腐水性（p） 

 

とてもきたない水 

 

 

■気づきなど 

調査地点は取水堰上流の湛水部で、河床は砂が多い。 
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調査地点 4)竹保川 調査日 H26.1.30 

■調査地点の状況 

黒瀬川の支流でｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ、ﾂﾙﾖｼ、ﾀﾃﾞ科などが生育、周辺は農耕地で民家が点在。 

水温（℃） 7.1  

川幅（ｍ） 2 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 10 

流速 ふつう 

川底の状態 こぶし大の石混じり砂 

岸辺の状態 両岸：コンクリート護岸 

寄洲あり 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ﾐｽﾞﾑｼが多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅱの“ややきれいな水”であった。 

 その他にｶﾜﾑﾂ、ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ、ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ ﾅﾐｳｽﾞﾐｼ 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅱ 

水質階級Ⅱ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類、ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ類 

水質階級Ⅲ ﾐｽﾞﾑｼ（多い） ややきれいな水 

水質階級Ⅳ － 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｶﾜﾑﾂ、ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ、ﾄﾞﾝｺ 

貝類・甲殻類 ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ 

水生昆虫類 ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ、ｺｶｹﾞﾛｳ属、ｵｵｸﾏﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ、ﾆﾝｷﾞ

ｮｳﾄﾋﾞｹﾗ、ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ属、ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

その他 － 

（注）青字：希少種（RDB種）、赤字：外来種 

 

 

 

 

 

 
 

   

ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ類 ﾐｽﾞﾑｼ ｶﾜﾑﾂ ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好汚濁性種の Navicula atomus（ﾌﾈｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、α貧腐水性（α

o）の“ややきれいな水”であった。 

主要出現種 Navicula atomus 

（ﾌﾈｹｲｿｳ） 

 

 

 

 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

α貧腐水性（αo） 

 

ややきれいな水 

 

 

■気づきなど 

特になし。 
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調査地点 5)光路川 調査日 H26.1.30 

■調査地点の状況 

黒瀬川の支流でｵﾗﾝﾀﾞｶﾞﾗｼ、ﾂﾙﾖｼなどが生育、周辺は農耕地で民家や施設が点在。 

水温（℃） 7.2  

川幅（ｍ） 3 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 10 

流速 ふつう 

川底の状態 コンクリート 

岸辺の状態 両岸：コンクリート護岸 

 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類が多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅱの“ややきれいな水”であっ

た。 

 その他にﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ、ｺｶｹﾞﾛｳ属、ﾁﾋﾞﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ属、ｱﾒﾘｶﾅﾐｳｽﾞﾑｼなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ － 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅱ 

水質階級Ⅱ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類（多い） 

水質階級Ⅲ ﾐｽﾞﾑｼ ややきれいな水 

水質階級Ⅳ ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ、ｻｶﾏｷｶﾞｲ 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 － 

貝類・甲殻類 ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ 

水生昆虫類 ｺｶｹﾞﾛｳ属、ﾁﾋﾞﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ属、ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

その他 ｱﾒﾘｶﾅﾐｳｽﾞﾑｼ 

（注）青字：希少種（RDB種）、赤字：外来種 

 

 

 

 

 

 
 

   

ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類 ﾐｽﾞﾑｼ ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ ｱﾒﾘｶﾅﾐｳｽﾞﾑｼ 
 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、広適応性種の Gomphonema parvulum（ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、α貧腐

水性（αo）の“ややきれいな水”であった。 

主要出現種 Gomphonema parvulum 

（ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ） 

 

 

 

 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

α貧腐水性（αo） 

 

ややきれいな水 

 

 

■気づきなど 

岸辺に外来種のｵﾗﾝﾀﾞｶﾞﾗｼが生育していた。 

  

 
 
 
 
 
 
 

ｵﾗﾝﾀﾞｶﾞﾗｼ 
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調査地点 6)笹野川 調査日 H26.1.30 

■調査地点の状況 

黒瀬川の支流でｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ、ﾂﾙﾖｼなどが生育、周辺は市街地化が進んでいる。 

水温（℃） 7.2  

川幅（ｍ） 3 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 20 

流速 おそい 

川底の状態 こぶし大の石混じり砂 

岸辺の状態 両岸：コンクリート護岸 

 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ﾐｽﾞﾑｼが多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅲの“きたない水”であった。 

 その他にﾌﾅ属、ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ、ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ、ﾔﾏｻﾅｴなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ － 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅲ 

水質階級Ⅱ － 

水質階級Ⅲ ﾐｽﾞｶﾏｷﾘ、ﾐｽﾞﾑｼ（多い） きたない水 

水質階級Ⅳ ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ、ｻｶﾏｷｶﾞｲ 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ﾌﾅ属、ｵｲｶﾜ、ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ 

貝類・甲殻類 ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ 

水生昆虫類 ﾔﾏｻﾅｴ、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ 

その他 － 

（注）青字：希少種（RDB種）、赤字：外来種 

 

 

 

 

 

 
 

   

ﾐｽﾞｶﾏｷﾘ ﾐｽﾞﾑｼ ﾌﾅ属 ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、広適応性種の Navicula minima （ﾌﾈｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、α貧腐水性（α

o）の“ややきれいな水”であった。 

主要出現種 Navicula minima  

（ﾌﾈｹｲｿｳ） 
 

 

 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

α貧腐水性（αo） 

 

ややきれいな水 

 

 

■気づきなど 

水がやや濁っていた。 

 河床は砂が多い。 
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調査地点 7)石ヶ瀬橋上流 調査日 H26.1.29 

■調査地点の状況 

黒瀬川本流の緩やかな流れの平瀬で、ｵｵｶﾅﾀﾞﾓ、ﾀﾃﾞ科、ｽｽｷなどが生育、周辺は市街地。 

水温（℃） 9.5  

川幅（ｍ） 10 

生物採取場所 川の右岸 

生物採取場所の水深（cm） 15 

流速 ふつう 

川底の状態 こぶし大の石混じり砂 

岸辺の状態 両岸：コンクリート護岸 

寄洲、中洲あり 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ﾐｽﾞﾑｼが多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅱの“ややきれいな水”であった。 

 その他にｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ、ﾄﾞﾝｺ、ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ、ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ ﾌﾞﾕ類 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅱ 

水質階級Ⅱ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類 

水質階級Ⅲ ﾐｽﾞﾑｼ（多い） ややきれいな水 

水質階級Ⅳ ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ、ﾄﾞﾝｺ 

貝類・甲殻類 ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ 

水生昆虫類 ｵｵﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ｺｶｹﾞﾛｳ属、ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ 

その他 ｱﾒﾘｶﾅﾐｳｽﾞﾑｼ、ｲｼﾋﾞﾙ科 

（注）青字：希少種（RDB種）、赤字：外来種 

 

 

 

 

 

 
 

   

ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類 ﾐｽﾞﾑｼ ﾄﾞﾝｺ ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 
 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好汚濁性種の Navicula atomus（ﾌﾈｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、α貧腐水性（α

o）の“ややきれいな水”であった。 

主要出現種 Navicula atomus 

（ﾌﾈｹｲｿｳ） 
 

 

 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

α貧腐水性（αo） 

 

ややきれいな水 

 

 

■気づきなど 

中洲にゴミが多い。 

 水がやや濁っていた。 

 

 

 

 

 

 

 

中洲に散乱しているゴミ 
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調査地点 8)中川 調査日 H26.1.29 

■調査地点の状況 

黒瀬川の支流で、ｵｵｶﾅﾀﾞﾓ、ﾀﾃﾞ科、ｽｽｷなどが生育、周辺は市街地。 

水温（℃） 8.8  

川幅（ｍ） 4 

生物採取場所 川の右岸 

生物採取場所の水深（cm） 15 

流速 おそい 

川底の状態 小石混じり砂 

岸辺の状態 両岸：土羽+コンクリート護岸 

寄洲あり 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ﾐｽﾞﾑｼが多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅱの“ややきれいな水”であった。 

 その他にｺｲ、ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ、ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ、ｳｼｶﾞｴﾙなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ － 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅱ 

水質階級Ⅱ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類 

水質階級Ⅲ ﾐｽﾞﾑｼ（多い） ややきれいな水 

水質階級Ⅳ ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｺｲ、ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ、ﾄﾞﾝｺ 

貝類・甲殻類 ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ 

水生昆虫類 ｵｵｸﾏﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ｺｶｹﾞﾛｳ属、ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ、ｷﾞﾝﾔﾝﾏ、ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

その他 ｱﾒﾘｶﾂﾉｳｽﾞﾑｼ、ｳｼｶﾞｴﾙ 

（注）青字：希少種（RDB種）、赤字：外来種 

 

 

 

 

 

 
 

   

ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類 ﾐｽﾞﾑｼ ｺｲ ｷﾞﾝﾔﾝﾏ 
 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好汚濁性種の Navicula atomus（ﾌﾈｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、α中腐水性（α

m）の“とてもきたない水”であった。 

主要出現種 Navicula atomus 

（ﾌﾈｹｲｿｳ） 
 

 

 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

α中腐水性（αm） 

 

とてもきたない水 

 

 

■気づきなど 

水がやや濁っていた。 

 ヒドリガモが多くみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

寄洲で休むヒドリガモ 
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調査地点 9)深堂川 調査日 H26.1.29 

■調査地点の状況 

黒瀬川の支流で、河床に糸状藻類が多い。周辺は民家が多い。 

水温（℃） 5.7  

川幅（ｍ） 3 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 15 

流速 ふつう 

川底の状態 こぶし大の石混じり砂 

岸辺の状態 右岸：自然河岸+ホタル護岸 

左岸：ｺﾝｸﾘｰﾄ護岸+ホタル護岸 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ﾐｽﾞﾑｼが多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅲの“きたない水”であった。 

 その他にﾄﾞﾝｺ、ｺｶｹﾞﾛｳ属、ｱﾒﾘｶﾅﾐｳｽﾞﾑｼ、ｱﾒﾘｶﾂﾉｳｽﾞﾑｼなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ － 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅲ 

水質階級Ⅱ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類 

水質階級Ⅲ ﾐｽﾞﾑｼ（多い）、ｼﾏｲｼﾋﾞﾙ きたない水 

水質階級Ⅳ ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ﾄﾞﾝｺ 

貝類・甲殻類 － 

水生昆虫類 ｺｶｹﾞﾛｳ属 

その他 ｱﾒﾘｶﾅﾐｳｽﾞﾑｼ、ｱﾒﾘｶﾂﾉｳｽﾞﾑｼ、ｲｼﾋﾞﾙ科 

（注）青字：希少種（RDB種）、赤字：外来種 

 

 

 

 

 

 
 

   

ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類 ﾐｽﾞﾑｼ ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ ｱﾒﾘｶﾅﾐｳｽﾞﾑｼ 
 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好清水性種の Achnanthes lanceolata（ﾂﾒｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、β貧腐

水性（βo）の“きれいな水”であった。 

主要出現種 Achnanthes lanceolata 

（ﾂﾒｹｲｿｳ） 
 

 

 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

β貧腐水性（βo） 

 

きれいな水 

 

 

■気づきなど 

水がやや濁っていた。 

 生活排水の流入が多く、洗剤の泡が溜まっていた。 

 

 

 

 

 

 

 

排水の流れ込みに泡が溜まる。 
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調査地点 10)米満川上流 調査日 H26.1.29 

■調査地点の状況 

黒瀬川の支流で、ｵｵｶﾅﾀﾞﾓ、ｱﾒﾘｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ、ﾂﾙﾖｼなどが生育、周辺は農耕地で民家が点在。 

水温（℃） 6.4  

川幅（ｍ） 3 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 15 

流速 ふつう 

川底の状態 こぶし大の石混じり砂 

岸辺の状態 右岸：コンクリート護岸 

左岸：土羽+コンクリート護岸 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類が多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅱの“ややきれいな水”であっ

た。 

 その他にｶﾜﾑﾂ、ﾄﾞﾝｺ、ﾆﾎﾝｶﾜﾄﾝﾎﾞ、ﾂﾁｶﾞｴﾙなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ ｶﾜｹﾞﾗ類、ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ類 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅱ 

水質階級Ⅱ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類（多い）、ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ類、

ｶﾜﾆﾅ類 ややきれいな水 

水質階級Ⅲ ﾐｽﾞﾑｼ 

水質階級Ⅳ － 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｶﾜﾑﾂ、ﾄﾞﾝｺ 

貝類・甲殻類 ｽｼﾞｴﾋﾞ、ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ 

水生昆虫類 ｵｵｸﾏﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ｵｵﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ｼﾘﾅｶﾞﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ｺｶｹﾞﾛ

ｳ属、ﾋﾒﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ属、ﾆﾎﾝｶﾜﾄﾝﾎﾞ、ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ、ｵﾅｶﾞｻﾅｴ、ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ、ｺﾔ

ﾏﾄﾝﾎﾞ、ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

その他 ﾂﾁｶﾞｴﾙ 

（注）青字：希少種（RDB種）、赤字：外来種 

 

 

 

 

 

 
 

   

ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ類 ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類 ｼﾘﾅｶﾞﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ ﾄﾞﾝｺ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好清水性種の Gomphoneis okunoi（ｸｻﾋﾞﾌﾈｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、β貧腐

水性（βo）の“きれいな水”であった。 

主要出現種 Gomphoneis okunoi 

（ｸｻﾋﾞﾌﾈｹｲｿｳ） 
 

 

 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

β貧腐水性（βo） 

 

きれいな水 

 

 

■気づきなど 

 カゲロウ類やトンボ類などの水生昆虫類が多い。 
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調査地点 11)温井川上流 調査日 H26.1.29 

■調査地点の状況 

黒瀬川の支流で、ﾂﾙﾖｼ、ﾀﾃﾞ科などが生育、周辺は農耕地で民家が点在。 

水温（℃） 4.6  

川幅（ｍ） 2 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 20 

流速 ふつう 

川底の状態 こぶし大の石混じり砂 

岸辺の状態 両岸：コンクリート護岸 

寄洲あり 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類が多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅱの“ややきれいな水”であっ

た。 

 その他にｶﾜﾑﾂ、ﾄﾞﾝｺ、ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ、ｵﾆﾔﾝﾏなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ ｶﾜｹﾞﾗ類 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅱ 

水質階級Ⅱ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類（多い）、ｺｵﾆﾔﾝﾏ、ｶﾜ

ﾆﾅ類 ややきれいな水 

水質階級Ⅲ ﾐｽﾞﾑｼ 

水質階級Ⅳ ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｶﾜﾑﾂ、ﾄﾞﾝｺ 

貝類・甲殻類 ﾀﾝﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｽｼﾞｴﾋﾞ、ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ 

水生昆虫類 ｵｵｸﾏﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ｼﾘﾅｶﾞﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ｺｶｹﾞﾛｳ属、ｱｻﾋﾅｶﾜﾄﾝﾎﾞ、ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ、

ｵﾆﾔﾝﾏ、ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ、ﾔﾏｻﾅｴ 

その他 － 

（注）青字：希少種（RDB種）、赤字：外来種 

 

 

 

 

 

 
 

   

ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類 ｺｵﾆﾔﾝﾏ ｽｼﾞｴﾋﾞ ｵﾆﾔﾝﾏ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好汚濁性種の Navicula atomus（ﾌﾈｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、α貧腐水性（α

o）の“ややきれいな水”であった。 

主要出現種 Navicula atomus 

（ﾌﾈｹｲｿｳ） 
 

 

 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

α貧腐水性（αo） 

 

ややきれいな水 

 

 

■気づきなど 

 河床は砂が多い。 

トンボ類が多い。 
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調査地点 12)沼田川上流 調査日 H26.1.28 

■調査地点の状況 

沼田川本流の上流部でｵｵｵﾅﾓﾐ、ﾂﾙﾖｼ、ｾｷｼｮｳなどが生育、周辺は農耕地で民家が点在。 

水温（℃） 7.9  

川幅（ｍ） 5 

生物採取場所 川の右岸 

生物採取場所の水深（cm） 20 

流速 はやい 

川底の状態 あたま大の石混じり砂 

岸辺の状態 右岸：土羽 

左岸：コンクリート護岸+自然河岸 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｶﾜｹﾞﾗ類とﾌﾞﾕ類が多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅰの“きれいな水”であった。 

 その他にｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ、ｽｼﾞｴﾋﾞ、ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ、ﾂﾁｶﾞｴﾙなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ ｶﾜｹﾞﾗ類（多い）、ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ類、ﾅｶﾞﾚ

ﾄﾋﾞｹﾗ類、ﾌﾞﾕ類（多い） 

指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅰ 

水質階級Ⅱ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類、ｵｵｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ｺｵﾆﾔﾝﾏ きれいな水 

水質階級Ⅲ － 

水質階級Ⅳ － 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｺｲ（色ｺｲ）、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ｽｼﾞｴﾋﾞ 

水生昆虫類 ｵｵﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ｵｵｸﾏﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ、ｺｶｹﾞﾛｳ属、ｵﾅｶﾞｻﾅｴ、ｳﾙﾏｰｼﾏ

ﾄﾋﾞｹﾗ、ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ、ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ、ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ属 

その他 ｲｼﾋﾞﾙ科、ﾂﾁｶﾞｴﾙ 

（注）青字：希少種（RDB種）、赤字：外来種 

 

 

 

 

 

 
 

   

ｶﾜｹﾞﾗ類 ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ類 ｵﾅｶﾞｻﾅｴ ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好清水性種の Gomphoneis okunoi（ｸｻﾋﾞﾌﾈｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、極貧腐

水性（x）の“きれいな水”であった。 

主要出現種 Gomphoneis okunoi 

（ｸｻﾋﾞﾌﾈｹｲｿｳ） 
 

 

 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

極貧腐水性（x） 

 

きれいな水 

 

 

■気づきなど 

 河床は糸状藻類が多い。 

河原でニホンジカの糞がみられた。 
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調査地点 13)造賀川 調査日 H26.1.28 

■調査地点の状況 

沼田川の支流でｵｵｵﾅﾓﾐ、ｵｵｶﾅﾀﾞﾓ、ｽｽｷ、ﾂﾙﾖｼなどが生育、周辺は農耕地で民家が点在。 

水温（℃） 8.5  

川幅（ｍ） 4 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 20 

流速 ふつう 

川底の状態 こぶし大の石混じり砂 

岸辺の状態 両岸：土羽+蛇カゴ 

寄洲あり 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類が多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅱの“ややきれいな水”であっ

た。 

 その他にｶﾜﾑﾂ、ｲﾄﾓﾛｺ、ﾔﾏｻﾅｴ、ｸｻｶﾞﾒなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ ﾖｺｴﾋﾞ類 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅱ 

水質階級Ⅱ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類（多い）、ｵｵｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、

ｺｵﾆﾔﾝﾏ、ｶﾜﾆﾅ類 ややきれいな水 

水質階級Ⅲ － 

水質階級Ⅳ － 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｶﾜﾑﾂ、ｲﾄﾓﾛｺ、ﾄﾞﾝｺ、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ 

水生昆虫類 ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ、ｵｵｸﾏﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ｼﾘﾅｶﾞﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ｺｶｹﾞﾛｳ属、ﾔﾏｻﾅｴ、

ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ、ｺﾔﾏﾄﾝﾎﾞ、ｵﾆﾔﾝﾏ、ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ属、ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

その他 ｲｼﾋﾞﾙ科、ｸﾞﾛｼﾌｫﾆ科、ｸｻｶﾞﾒ 

（注）青字：希少種（RDB種）、赤字：外来種 

 

 

 

 

 

 
 

   

ﾖｺｴﾋﾞ類 ｶﾜﾆﾅ類 ｲﾄﾓﾛｺ ｸｻｶﾞﾒ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好清水性種の Fragilaria capucina（ｵﾋﾞｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、β貧腐水

性（βo）の“きれいな水”であった。 

主要出現種 Fragilaria capucina 

（ｵﾋﾞｹｲｿｳ） 
 

 

 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

β貧腐水性（βo） 

 

きれいな水 

 

 

■気づきなど 

 特になし 

 
 
 
 
 

  
  



 28 

 

調査地点 14)宮領川 調査日 H26.1.28 

■調査地点の状況 

沼田川の支流でｵｵｶﾅﾀﾞﾓ、ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ、ｽｽｷなどが生育、周辺は農耕地で民家が点在。 

水温（℃） 8.3  

川幅（ｍ） 2.5 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 15 

流速 おそい 

川底の状態 こぶし大の石混じり砂 

岸辺の状態 両岸：コンクリート護岸 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ﾐｽﾞﾑｼが多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅱの“ややきれいな水”であった。 

 その他にｶﾜﾑﾂ、ﾄﾞｼﾞｮｳ、ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ、ｵｵｸﾏﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ － 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅱ 

水質階級Ⅱ ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞﾀﾙ、ｶﾜﾆﾅ類 

水質階級Ⅲ ﾐｽﾞﾑｼ（多い）、ｼﾏｲｼﾋﾞﾙ ややきれいな水 

水質階級Ⅳ ｻｶﾏｷｶﾞｲ 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｶﾜﾑﾂ、ﾄﾞｼﾞｮｳ 

貝類・甲殻類 ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ 

水生昆虫類 ｵｵｸﾏﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ｺｶｹﾞﾛｳ属、ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ属、ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

その他 － 

（注）青字：希少種（RDB種）、赤字：外来種 

 

 

 

 

 

 
 

   

ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞﾀﾙ ﾐｽﾞﾑｼ ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 
 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、広適応性種の Navicula pseudoacceptata（ﾌﾈｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、α貧

腐水性（αo）の“ややきれいな水”であった。 

主要 

出現種 

Navicula pseudoacceptata 

（ﾌﾈｹｲｿｳ） 
 

 

 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

α貧腐水性（αo） 

 

ややきれいな水 

 

 

■気づきなど 

 オオカナダモと糸状藻類が多い。 

 河床は砂が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

繁茂するオオカナダモ 
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調査地点 15)杵原川 調査日 H26.1.28 

■調査地点の状況 

沼田川の支流でｵｵｶﾅﾀﾞﾓ、ｼﾞｭｽﾞﾀﾞﾏ、ﾐｿﾞｿﾊﾞ、ﾂﾙﾖｼなどが生育、周辺は市街地化が進んでいる。 

水温（℃） 9.0  

川幅（ｍ） 2 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 10 

流速 ふつう 

川底の状態 こぶし大の石混じり砂 

岸辺の状態 両岸：コンクリート護岸 

寄洲あり 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｶﾜﾆﾅ類が多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅱの“ややきれいな水”であった。 

 その他にｵｲｶﾜ、ﾄﾞｼﾞｮｳ、ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ﾆﾎﾝｶﾜﾄﾝﾎﾞなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ － 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅱ 

水質階級Ⅱ ｵｵｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞﾀﾙ、ｶﾜﾆﾅ類（多

い） ややきれいな水 

水質階級Ⅲ ﾐｽﾞﾑｼ 

水質階級Ⅳ － 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｵｲｶﾜ、ｶﾜﾑﾂ、ﾄﾞｼﾞｮｳ、ﾄﾞﾝｺ、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ、ｽｼﾞｴﾋﾞ 

水生昆虫類 ｵｵｸﾏﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ｺｶｹﾞﾛｳ属、ﾆﾎﾝｶﾜﾄﾝﾎﾞ、ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ、ｵﾅｶﾞｻﾅｴ、ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻ

ﾅｴ、ﾔﾏｻﾅｴ、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ、ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ、ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

その他 － 

（注）青字：希少種（RDB種）、赤字：外来種 

 

 

 

 

 

 
 

   

ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞﾀﾙ ｶﾜﾆﾅ類 ﾄﾞｼﾞｮｳ ﾆﾎﾝｶﾜﾄﾝﾎﾞ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、広適応性種の Gomphonema parvulum（ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、α貧腐

水性（αo）の“ややきれいな水”であった。 

主要出現種 Gomphonema parvulum 

（ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ） 
 

 

 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

α貧腐水性（αo） 

 

ややきれいな水 

 

 

■気づきなど 

 河床は砂が多い。 
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調査地点 16)入野川中流 2 調査日 H26.1.28 

■調査地点の状況 

沼田川の支流でｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ、ｽｽｷ、ﾂﾙﾖｼなどが生育、周辺は農耕地で民家が点在。 

水温（℃） 7.7  

川幅（ｍ） 7 

生物採取場所 川の右岸 

生物採取場所の水深（cm） 10 

流速 はやい 

川底の状態 こぶし大の石混じり砂 

岸辺の状態 右岸：土羽+コンクリート護岸 

左岸：コンクリート護岸 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ﾌﾞﾕ類が多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅰの“きれいな水”であった。 

 その他にｵｲｶﾜ、ﾄﾞｼﾞｮｳ、ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ、ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ ｶﾜｹﾞﾗ類、ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ類、ﾌﾞﾕ類（多

い） 

指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅰ 

水質階級Ⅱ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類、ｵｵｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ｶﾜﾆﾅ類 きれいな水 

水質階級Ⅲ ﾐｽﾞﾑｼ 

水質階級Ⅳ － 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｵｲｶﾜ、ｶﾜﾑﾂ、ﾄﾞｼﾞｮｳ、ﾄﾞﾝｺ、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ 

水生昆虫類 ｵｵﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ｵｵｸﾏﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ｼﾘﾅｶﾞﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ﾆﾎﾝｶﾜﾄﾝﾎﾞ、ｺｼﾎﾞｿﾔﾝ

ﾏ、ｵﾅｶﾞｻﾅｴ、ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ、ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ｸﾛﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属、ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

その他 ｲｼﾋﾞﾙ科 

（注）青字：希少種（RDB種）、赤字：外来種 

 

 

 

 

 

 
 

   

ｶﾜｹﾞﾗ類 ﾌﾞﾕ類 ﾄﾞｼﾞｮｳ ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好清水性種の Gomphoneis okunoi（ｸｻﾋﾞﾌﾈｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、極貧腐

水性（x）の“きれいな水”であった。 

主要出現種 Gomphoneis okunoi 

（ｸｻﾋﾞﾌﾈｹｲｿｳ） 
 

 

 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

極貧腐水性（x） 

 

きれいな水 

 

 

■気づきなど 

 特になし。 
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調査地点 17)椋梨川上流 調査日 H26.1.28 

■調査地点の状況 

沼田川の支流でｵｵｶﾅﾀﾞﾓ、ﾏｺﾓ、ｽｽｷなどが生育、右岸側は山林で左岸側は住宅地。 

水温（℃） 6.4  

川幅（ｍ） 7 

生物採取場所 川の中央 

生物採取場所の水深（cm） 15 

流速 ふつう 

川底の状態 こぶし大の石混じり砂 

岸辺の状態 右岸：ホタル護岸 

左岸：コンクリート護岸 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ類とｶﾜﾆﾅ類が多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅱの“ややきれいな水”で

あった。その他にｵｲｶﾜ、ｱﾌﾞﾗﾎﾞﾃ、ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ、ｳﾝﾓﾝﾄﾋﾞｹﾗ属などが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ ｶﾜｹﾞﾗ類、ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ類（多い）、ﾌﾞﾕ類 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅱ 

水質階級Ⅱ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類、ｵｵｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ﾋﾗﾀﾄﾞﾛ

ﾑｼ類、ｶﾜﾆﾅ類（多い） ややきれいな水 

水質階級Ⅲ ﾐｽﾞﾑｼ、ｼﾏｲｼﾋﾞﾙ 

水質階級Ⅳ － 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｵｲｶﾜ、ｶﾜﾑﾂ、ｱﾌﾞﾗﾎﾞﾃ、ｶﾏﾂｶ、ﾄﾞｼﾞｮｳ、ﾄﾞﾝｺ、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ﾁﾘﾒﾝｶﾜﾆﾅ、ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ、ｽｼﾞｴﾋﾞ 

水生昆虫類 ｵｵｸﾏﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ｼﾘﾅｶﾞﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ｺｶｹﾞﾛｳ属、ﾋﾒﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ属、ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ、

ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ｳﾝﾓﾝﾄﾋﾞｹﾗ属、ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

その他 ｲｼﾋﾞﾙ科、ﾂﾁｶﾞｴﾙ 

（注）青字：希少種（RDB種）、赤字：外来種 

 

 

 

 

 

 
 

   

ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ類 ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ類 ｱﾌﾞﾗﾎﾞﾃ ｳﾝﾓﾝﾄﾋﾞｹﾗ属 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好清水性種の Fragilaria capitellata（ｵﾋﾞｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、極貧

腐水性（x）の“きれいな水”であった。 

主要出現種 Fragilaria capitellata 

（ｵﾋﾞｹｲｿｳ） 
 

 

 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

極貧腐水性（x） 

 

きれいな水 

 

 

■気づきなど 

魚類や貝類が多い。 

オオカナダモが多い。 
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調査地点 18)沼田川中流 調査日 H26.1.28 

■調査地点の状況 

沼田川本流で緩やかな流れの平瀬、ﾂﾙﾖｼが生育、右岸側は農耕地と工場で左岸側は山林。 

水温（℃） 5.4  

川幅（ｍ） 30 

生物採取場所 川の左岸 

生物採取場所の水深（cm） 30 

流速 ふつう 

川底の状態 あたま大の石混じり砂 

岸辺の状態 右岸：土羽 

左岸：コンクリート護岸 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｶﾜｹﾞﾗ類が多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅰの“きれいな水”であった。 

その他にｵｲｶﾜ、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ、ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ、ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ ｶﾜｹﾞﾗ類（多い）、ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ類 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅰ 

水質階級Ⅱ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類、ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ類 

水質階級Ⅲ － きれいな水 

水質階級Ⅳ － 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｵｲｶﾜ、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ 

水生昆虫類 ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ、ｵｵﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ｴﾗﾌﾞﾀﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ｼﾘﾅｶﾞﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ﾓﾝｶ

ｹﾞﾛｳ、ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ、ｺｴｸﾞﾘﾄﾋﾞｹﾗ属、ｸﾛﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属、

ｳｽﾊﾞﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

その他 － 

（注）青字：希少種（RDB種）、赤字：外来種 

 

 

 

 

 

 
 

   

ｶﾜｹﾞﾗ類 ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ類 ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好清水性種の Achnanthes convergens（ﾂﾒｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、極貧腐

水性（x）の“きれいな水”であった。 

主要出現種 Achnanthes convergens 

（ﾂﾒｹｲｿｳ） 
 

 

 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

極貧腐水性（x） 

 

きれいな水 

 

 

■気づきなど 

カゲロウ類やトビケラ類などの水生昆虫類が多い。 
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調査地点 19)関川中流 1 調査日 H26.1.29 

■調査地点の状況 

太田川支流三篠川の支流でﾂﾙﾖｼ、ﾀﾃﾞ科などが生育、右岸側は道路と民家で左岸側は山林。 

水温（℃） 10.6  

川幅（ｍ） 10 

生物採取場所 川の右岸 

生物採取場所の水深（cm） 20 

流速 ふつう 

川底の状態 こぶし大の石混じり砂 

岸辺の状態 両岸：自然河岸 

 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ﾐｽﾞﾑｼが多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅰの“きれいな水”であった。 

その他にｵｲｶﾜ、ｶﾏﾂｶ、ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ、ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ ｶﾜｹﾞﾗ類、ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ類、ｻﾜｶﾞﾆ、ﾅﾐｳｽﾞ

ﾑｼ 

指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅰ 

水質階級Ⅱ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類、ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ類、ｶﾜﾆﾅ

類 

きれいな水 

水質階級Ⅲ ﾐｽﾞﾑｼ（多い） 

水質階級Ⅳ ｻｶﾏｷｶﾞｲ 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｵｲｶﾜ、ｶﾏﾂｶ、ﾄﾞｼﾞｮｳ、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ 

水生昆虫類 ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ、ｵｵｸﾏﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ｴﾗﾌﾞﾀﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ｼﾘﾅｶﾞﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、

ｺｶｹﾞﾛｳ属、ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ、ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ、ﾔﾏｻﾅｴ、ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ、

ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属、ｳｽﾊﾞﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

その他 ｲｼﾋﾞﾙ科 

（注）青字：希少種（RDB種）、赤字：外来種 

 

 

 

 

 

 
 

   

ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ類 ｻﾜｶﾞﾆ ﾅﾐｳｽﾞﾑｼ ｶﾏﾂｶ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好清水性種の Achnanthes subhudsonis（ﾂﾒｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、β貧腐

水性（βo）の“きれいな水”であった。 

主要出現種 Achnanthes subhudsonis 

（ﾂﾒｹｲｿｳ） 
 

 

 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

β貧腐水性（βo） 

 

きれいな水 

 

 

■気づきなど 

特になし。 
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調査地点 20)東川 調査日 H26.1.29 

■調査地点の状況 

関川の支流でｵｵｶﾅﾀﾞﾓ、ﾂﾙﾖｼ、ｵﾗﾝﾀﾞｶﾞﾗｼなどが生育、周辺は農耕地。 

水温（℃） 9.8  

川幅（ｍ） 4 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 15 

流速 はやい 

川底の状態 こぶし大の石混じり砂 

岸辺の状態 両岸：コンクリート護岸 

寄洲あり 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ﾌﾞﾕ類が多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅱの“ややきれいな水”であった。 

その他にﾄﾞｼﾞｮｳ、ｷﾞｷﾞ、ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ、ｺﾔﾏﾄﾝﾎﾞなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ ﾌﾞﾕ類（多い） 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅱ 

水質階級Ⅱ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類、ｶﾜﾆﾅ類 

水質階級Ⅲ － ややきれいな水 

水質階級Ⅳ － 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｵｲｶﾜ、ｶﾜﾑﾂ、ﾄﾞｼﾞｮｳ、ｷﾞｷﾞ、ﾄﾞﾝｺ、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ 

水生昆虫類 ｵｵｸﾏﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ｼﾘﾅｶﾞﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ｺｶｹﾞﾛｳ属、ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ、ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ、ｵﾅ

ｶﾞｻﾅｴ、ﾔﾏｻﾅｴ、ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ、ｺﾔﾏﾄﾝﾎﾞ、ｵﾆﾔﾝﾏ、ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜ

ﾄﾋﾞｹﾗ 

その他 － 

（注）青字：希少種（RDB種）、赤字：外来種 

 

 

 

 

 

 
 

   

ﾌﾞﾕ類 ｶﾜﾆﾅ類 ｷﾞｷﾞ ｺﾔﾏﾄﾝﾎﾞ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、広適応性種の Nitzschia fonticola（ﾆｯﾁｱ）が多かった。水質判定結果は、β貧腐水性

（βo）の“きれいな水”であった。 

主要出現種 Nitzschia fonticola 

（ﾆｯﾁｱ） 
 

 

 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

β貧腐水性（βo） 

 

きれいな水 

 

 

■気づきなど 

魚類とトンボ類が多い。 
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調査地点 21)椛坂川 調査日 H26.1.30 

■調査地点の状況 

瀬野川の支流でﾂﾙﾖｼなどが生育、周辺は農耕地で民家が点在。 

水温（℃） 8.6  

川幅（ｍ） 3 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 15 

流速 ふつう 

川底の状態 こぶし大～あたま大の石 

岸辺の状態 両岸：コンクリート護岸+空石護岸 

左岸：コンクリート護岸 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ類が多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅰの“きれいな水”であった。 

その他にｶﾜﾑﾂ、ﾄﾞﾝｺ、ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｵﾆﾔﾝﾏなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ類（多い）、ﾌﾞﾕ類、ｻﾜｶﾞﾆ 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅰ 

水質階級Ⅱ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類、ｺｵﾆﾔﾝﾏ、ｶﾜﾆﾅ類 

水質階級Ⅲ － きれいな水 

水質階級Ⅳ － 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｶﾜﾑﾂ、ﾄﾞﾝｺ、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ 

水生昆虫類 ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ、ｵｵｸﾏﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ｼﾘﾅｶﾞﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ｺｶｹﾞﾛｳ属、ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ、

ﾆﾎﾝｶﾜﾄﾝﾎﾞ、ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ、ﾔﾏｻﾅｴ、ｵﾆﾔﾝﾏ、ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ、

ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ属、ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

その他 － 

（注）青字：希少種（RDB種）、赤字：外来種 

 

 

 

 

 

 
 

   

ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ類 ｻﾜｶﾞﾆ ｶﾜﾑﾂ ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好清水性種の Achnanthes convergens（ﾂﾒｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、β貧腐

水性（βo）の“きれいな水”であった。 

主要出現種 Achnanthes convergens 

（ﾂﾒｹｲｿｳ） 
 

 

 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

β貧腐水性（βo） 

 

きれいな水 

 

 

■気づきなど 

特になし。 
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調査地点 22)瀬野川 調査日 H26.1.30 

■調査地点の状況 

瀬野川本流で小さな早瀬が続く、ﾂﾙﾖｼなどが生育、右岸側は道路で左岸側は工場と山林。 

水温（℃） 8.3  

川幅（ｍ） 5 

生物採取場所 川の左岸 

生物採取場所の水深（cm） 20 

流速 はやい 

川底の状態 こぶし大～あたま大の石 

岸辺の状態 両岸：コンクリート護岸 

左岸：土羽 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ類が多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅰの“きれいな水”であった。 

その他にｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ、ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ、ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ、ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ ｶﾜｹﾞﾗ類、ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ類、ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ類（多

い）、ｻﾜｶﾞﾆ 

指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅰ 

水質階級Ⅱ ｶﾜﾆﾅ類 きれいな水 

水質階級Ⅲ － 

水質階級Ⅳ － 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 － 

水生昆虫類 ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ、ｵｵｸﾏﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ、ｺｶｹﾞﾛｳ属、ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ、ﾓﾝ

ｶｹﾞﾛｳ、ﾔﾏｻﾅｴ、ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

その他 － 

（注）青字：希少種（RDB種）、赤字：外来種 

 

 

 

 

 

 
 

   

ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ類 ｻﾜｶﾞﾆ ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好清水性種の Achnanthes convergens（ﾂﾒｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、極貧腐

水性（x）の“きれいな水”であった。 

主要出現種 Achnanthes convergens 

（ﾂﾒｹｲｿｳ） 
 

 

 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

極貧腐水性（x） 

 

きれいな水 

 

 

■気づきなど 

特になし。 
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調査地点 23)三津大川 調査日 H26.1.30 

■調査地点の状況 

三津大川本流で浅い早瀬と平瀬が続く、ﾂﾙﾖｼなどが生育、周辺は市街地。 

水温（℃） 7.6  

川幅（ｍ） 10 

生物採取場所 川の右岸 

生物採取場所の水深（cm） 10 

流速 はやい 

川底の状態 こぶし大～あたま大の石 

岸辺の状態 両岸：練石護岸 

寄洲あり 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ﾌﾞﾕ類が多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅰの“きれいな水”であった。 

その他にｶﾜﾑﾂ、ｼﾏﾖｼﾉﾎﾞﾘ、ｵｵﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ、ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ ｶﾜｹﾞﾗ類、ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ類、ﾌﾞﾕ類（多い）、

ﾅﾐｳｽﾞﾑｼ 

指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅰ 

水質階級Ⅱ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類、ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ類、ｺｵﾆﾔﾝ

ﾏ、ｶﾜﾆﾅ類、ｲｼﾏｷｶﾞｲ 

きれいな水 

水質階級Ⅲ ﾐｽﾞﾑｼ 

水質階級Ⅳ － 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｶﾜﾑﾂ、ｼﾏﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 － 

水生昆虫類 ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ、ｵｵﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ｵｵｸﾏﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ、ｺｶｹﾞﾛｳ属、

ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ、ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ、ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ、DC ﾀﾆｶﾞﾜﾄﾋﾞｹﾗ、ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ｶｸﾂﾂﾄ

ﾋﾞｹﾗ属、ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ、ｳｽﾊﾞﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

その他 － 

（注）青字：希少種（RDB種）、赤字：外来種 

 

 

 

 

 

 
 

   

ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ類 ﾌﾞﾕ類 ｲｼﾏｷｶﾞｲ ｼﾏﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好汚濁性種の Nitzschia amphibia（ﾆｯﾁｱ）が多かった。水質判定結果は、α貧腐水性（α

o）の“ややきれいな水”であった。 

主要出現種 Nitzschia amphibian 

（ﾆｯﾁｱ） 
 

 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

α貧腐水性（αo） 

 

ややきれいな水 

 

 

■気づきなど 

底生生物の個体数が全般に多く、ﾌﾞﾕ類が特に多かった。 

 

 

 

 

  
  



 38 

４．まとめ 
 
4.1 底生生物による水質判定結果の経年変化 

底生生物による水質判定結果の経年変化は表 4-1-1のとおりであり、水系ごとの詳細は次頁のとおり

である。 

黒瀬川水系では、調査開始以来、水質が向上している地点は少なく、今後の改善が望まれる。一方、

その他の水系では、平成 16年度以降、水質が向上傾向にあり、多くの地点で良好な水質が維持されてい

ると考えられる。 

 

表 4-1-1  底生生物による水質判定結果の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

1 黒瀬川下流 Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅱ Ⅱ

2 和泉橋上流 Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ

3 呉・黒瀬境界 ― ― ― ― ― Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

4 竹保川 ― ― ― ― ― Ⅱ～Ⅲ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

5 光路川 ― ― ― ― ― Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅳ Ⅲ Ⅱ

6 笹野川 ― ― ― ― ― Ⅳ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅳ Ⅲ

7 石ヶ瀬橋上流 Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅱ

8 中川 Ⅲ Ⅲ～Ⅳ Ⅲ Ⅲ Ⅲ～Ⅳ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅱ

9 深堂川 Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ

10 米満川上流 Ⅲ Ⅲ Ⅰ～Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ

11 温井川上流 Ⅰ～Ⅱ Ⅲ Ⅰ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

12 沼田川上流 ― ― ― ― ― Ⅰ～Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ

13 造賀川 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

14 宮領川 Ⅲ Ⅲ Ⅳ Ⅲ Ⅱ～Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

15 杵原川 Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

16 入野川中流2 Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅰ～Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ

17 椋梨川上流 ― ― ― ― ― Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ

18 沼田川中流 ― ― ― ― ― Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

19 関川中流1 ― ― ― ― ― Ⅰ～Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

20 東川 Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ

21 椛坂川 ― ― ― ― ― Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

22 瀬野川 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ～Ⅱ Ⅰ～Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

23 三津大川※3 ― ― ― ― ― ― ― ― ― Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ

旧23 宮崎川※3 ― ― ― ― ― Ⅳ Ⅳ ―※2 Ⅲ ― ― ― ―

※1：■「Ⅰ」（きれいな水）、■「Ⅱ」（ややきれいな水）、■「Ⅲ」（きたない水）、■「Ⅳ」（とてもきたない水）

※2：指標生物が確認されなかったため、水質判定ができなかった。

※3：平成21年度より、地点23は、宮崎川から三津大川へ調査地点が変更された。

瀬野川

三津大川

水質判定結果※1

水系 地点/年度

黒瀬川

沼田川

太田川
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＜黒瀬川水系＞ 

黒瀬川水系は市街地を流下する区間が多いため、生活排水などの影響を受けやすい水系である。 

平成 25 年度の水質判定結果は、全 11 地点のうち 8 地点が“ややきれいな水”で、3 地点が“きたな

い水”であった。また、平成 24年度と比較すると、地点 5、地点 7、地点 8の 3地点で“きたない水”

から“ややきれいな水”へと水質判定結果が向上していた。 

調査開始年度からの長期的な水質判定結果の変化をみると、地点 2、地点 6、地点 9 では“きたない

水”～“とてもきたない水”で推移しており、水質の向上傾向は認められない。また、他の水系と比べ

て全体的に汚濁状態にあることから、水系全般における水質改善の取り組みが望まれる。 

 

＜沼田川水系＞ 

沼田川水系は、沼田川本流の地点 12と地点 18が山間部を流下する区間にある。また、その他の地点

は民家が点在する農耕地を流下する区間にあるが、このうち地点 15と地点 17は周辺に宅地が造成され

て市街地化が進んでいる。 

平成 25年度の水質判定結果は、全 7地点のうち 3地点が“きれいな水”で、4地点が“ややきれいな

水”であった。また、平成 24年度と比較すると、地点 12と地点 16の 2地点で“ややきれいな水”から

“きれいな水”へと水質判定結果が向上していた。 

調査開始年度からの長期的な水質判定結果の変化をみると、入野川水系の地点 14、地点 15、地点 16

では平成 15 年度までの間はしばしば“きたない水”～“とてもきたない水”となっていたが、平成 16

年度以降は“きれいな水”～“ややきれいな水”で推移している。また、その他の地点は、調査開始以

降、継続して“きれいな水”～“ややきれいな水”で推移している。これらのことから、本水系は、近

年良好な水質が維持されていると考えられる。ただし、市街地化が進んでいる地域があることから、そ

のような地域の河川については、今後の水質変化を注視する必要がある。 

 

＜太田川水系＞ 

太田川水系は、地点 19が山間部を流下する区間にあり、地点 20が農耕地を流下する区間にある。 

平成 25 年度の水質判定結果は、地点 19 が“きれいな水”で、地点 20 が“ややきれいな水”であっ

た。また、平成 24年度と比較すると、地点 19は同じ“きれいな水”であったが、地点 20は“きれいな

水”から“ややきれいな水”へと水質判定結果が変化していた。 

調査開始年度からの長期的な水質判定結果の変化をみると、地点 19、地点 20 とも“きれいな水”～

“ややきれいな水”で推移している。このことから、本水系は、長期にわたって良好な水質が維持され

ていると考えられる。 

 

＜瀬野川水系＞ 

瀬野川水系は、地点 21、地点 22とも山間部を流下する区間にある。 

平成 25 年度の水質判定結果は、地点 21、地点 22 とも“きれいな水”で、平成 24 年度と同じ判定結

果であった。 

調査開始年度からの長期的な水質判定結果の変化をみると、地点 21、地点 22 とも“きれいな水”～

“ややきれいな水”で推移している。このことから、本水系は、長期にわたって良好な水質が維持され

ていると考えられる。 

 

＜三津大川水系＞ 

三津大川水系の地点 23は、市街地を流下する区間にある。 

平成 25年度の水質判定結果は、“きれいな水”であった。また、平成 24 年度と比較すると、“ややき

れいな水”から“きれいな水”へと水質判定結果が向上していた。 

調査開始年度からの長期的な水質判定結果の変化をみると、“きれいな水”～“ややきれいな水”で

推移している。このことから、本水系は、長期にわたって良好な水質が維持されていると考えられる。 
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4.2 その他の水生動物の確認状況 

底生生物の調査時に確認されたその他の水生動物の確認状況は、表 4-2-1 のとおりである。表 4-2-1

には、指標生物もあわせて整理した。 

底生生物調査で確認された水生動物は、貝類、甲殻類、水生昆虫類、魚類など計 83 種で、このうち

25種が指標生物であった。 

確認種のうち環境省 RL（レッドリスト）及び広島県 RDB（レッドデータブック）に掲載されている希

少種は、ミナミヌマエビ、アブラボテ、ドジョウ、ミナミメダカの 4種である。ミナミヌマエビはほと

んどの水系で広く確認され、アブラボテは沼田川水系椋梨川の地点 17で確認された。また、ドジョウは

沼田川水系の入野川及び椋梨川及び太田川水系の地点で広く確認され、ミナミメダカは黒瀬川水系の地

点 4（竹保川）、地点 6（笹野川）、地点 8（中川）で確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ミナミヌマエビ                アブラボテ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          ドジョウ                  ミナミメダカ 

現地調査で確認された希少種 

 

 

確認種のうち外来種（国外外来種）は、アメリカナミウズムシ、アメリカツノウズムシ、サカマキガ

イ、タイワンシジミ、アメリカザリガニ、ウシガエルの 6種である。このうち、タイワンシジミは、ほ

とんどの水系で広く確認された。アメリカザリガニは黒瀬川水系で広く確認され、アメリカナミウズム

シとアメリカツノウズムシも黒瀬川水系の地点 5（光路川）、地点 7（石ヶ瀬橋上流）、地点 8（中川）、

地点 9（深堂川）などで確認された。また、サカマキガイは地点 5（光路川）、地点 6（笹野川）、地点 14

（宮領川）、地点 19（関川中流 1）で確認され、ウシガエルは地点 8（中川）で確認された。 
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       アメリカナミウズムシ             アメリカツノウズムシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         サカマキガイ                タイワンシジミ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        アメリカザリガニ                ウシガエル 

現地調査で確認された外来種 

 

 

今回の調査では、水生動物の越冬期に現地調査を行ったにもかかわらず多くの水生動物が確認された。

春～秋の活動期に調査を行った場合、さらに多くの種が確認される可能性があり、東広島市の河川には

希少種を含む多種多様な水生動物が生息していると考えられる。 

一方、外来種も多く確認された。確認された外来種のうち、ウシガエルは外来生物法（特定外来生物

による生態系等に係わる被害の防止に関する法律）において特定外来生物に指定されている。また、タ

イワンシジミとアメリカザリガニは同法で要注意外来生物に指定されていることから、これらの外来種

の在来種への影響が特に懸念される。 

以上のような状況から、東広島市の河川は潜在的には在来の水生動物が多く生息する多様性の高い水

域と考えられるが、現状は地域や河川によって水質汚濁、河川環境の単調化、外来種の増殖等の影響に

より、在来種の生息が脅かされている状況と考えられる。このため、今後は環境改善につながる各種の

取り組みを進めていくことが望まれる。 
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表 4-2-1  水生動物確認種一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和名 学名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 環境省RL 広島県RDB
1 扁形動物門 渦虫綱 三岐腸目 サンカクアタマウズムシ科 ナミウズムシ Dugesia japonica ● ● ● 水質階級Ⅰ

2 アメリカナミウズムシ Girardia tigrina ● ● ● ○
3 アメリカツノウズムシ Girardia dorotocephala ● ● ○
4 軟体動物門 腹足綱 アマオブネガイ目 アマオブネガイ科 イシマキガイ Clithon retropicta ● 水質階級Ⅱ

5 盤足目 カワニナ科 カワニナ Semisulcospira libertina ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 水質階級Ⅱ

6 チリメンカワニナ Semisulcospira reiniana ● 水質階級Ⅱ

7 基眼目 サカマキガイ科 サカマキガイ Physa acuta ● ● ● ● 水質階級Ⅳ ○
8 二枚貝綱 マルスダレガイ目 シジミ科 タイワンシジミ Corbicula fluminea fluminea ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○
9 環形動物門 ヒル綱 吻蛭目 グロシフォニ科 グロシフォニ科 Glossiphoniidae ●
10 無吻蛭目 イシビル科 シマイシビル Dina lineata ● ● ● ● 水質階級Ⅲ

11 イシビル科 Erpobdellidae ● ● ● ● ● ● ● ● ●
12 節足動物門 軟甲綱 ヨコエビ目 ヨコエビ科 ニッポンヨコエビ Gammarus nipponensis ● 水質階級Ⅰ

13 ワラジムシ目 ミズムシ科 ミズムシ Asellus hilgendorfi hilgendorfi ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 水質階級Ⅲ

14 エビ目 ヌマエビ科 ミナミヌマエビ Neocaridina denticulata ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 要注意種
15 テナガエビ科 スジエビ Palaemon paucidens ● ● ● ● ●
16 アメリカザリガニ科 アメリカザリガニ Procambarus clarkii ● ● ● ● ● ● ● 水質階級Ⅳ ○
17 サワガニ科 サワガニ Geothelphusa dehaani ● ● ● 水質階級Ⅰ

18 昆虫綱 カゲロウ目 ヒメフタオカゲロウ科 ヒメフタオカゲロウ属 Ameletus sp. ● ●
19 コカゲロウ科 フタバコカゲロウ Baetiella japonica ● ●
20 コカゲロウ属 Baetis sp. ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
21 ヒラタカゲロウ科 シロタニガワカゲロウ Ecdyonurus yoshidae ● ● ● ● ● ● ● ●
22 ナミヒラタカゲロウ Epeorus ikanonis ● ● ● 水質階級Ⅰ

23 エルモンヒラタカゲロウ Epeorus latifolium ● ● 水質階級Ⅰ

24 チラカゲロウ科 チラカゲロウ Isonychia japonica ● ● ● ● ●
25 モンカゲロウ科 モンカゲロウ Ephemera strigata ● ● ● ● ●
26 マダラカゲロウ科 オオクママダラカゲロウ Cincticostella elongatula ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
27 オオマダラカゲロウ Drunella basalis ● ● ● ● ●
28 シリナガマダラカゲロウ Ephacerella longicaudata ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
29 エラブタマダラカゲロウ Torleya japonica ● ● ●
30 アカマダラカゲロウ Uracanthella punctisetae ●
31 トンボ目 イトトンボ科 クロイトトンボ属 Paracercion sp. ●
32 カワトンボ科 ハグロトンボ Calopteryx atrata ● ● ● ● ● ● ● ● ●
33 ニホンカワトンボ Mnais costalis ● ● ● ●
34 アサヒナカワトンボ Mnais pruinosa ●
35 ヤンマ科 ギンヤンマ Anax parthenope julius ●
36 コシボソヤンマ Boyeria maclachlani ● ●
37 サナエトンボ科 ヤマサナエ Asiagomphus melaenops ● ● ● ● ● ● ● ●
38 ダビドサナエ Davidius nanus ● ● ● ● ● ● ●
39 オナガサナエ Onychogomphus viridicostus ● ● ● ● ●
40 コオニヤンマ Sieboldius albardae ● ● ● ● ●
41 オニヤンマ科 オニヤンマ Anotogaster sieboldii ● ● ● ●
42 エゾトンボ科 コヤマトンボ Macromia amphigena amphigena ● ● ●
43 トンボ科 シオカラトンボ Orthetrum albistylum speciosum ● ● ● ● ●
44 カワゲラ目 オナシカワゲラ科 フサオナシカワゲラ属 Amphinemura sp. ● 水質階級Ⅰ

45 カワゲラ科 フタツメカワゲラ属 Neoperla sp. ● ● 水質階級Ⅰ

46 アミメカワゲラ科 ヒメカワゲラ属 Stavsolus sp. ● ● ● ● ● ● ● 水質階級Ⅰ

47 カメムシ目 タイコウチ科 ミズカマキリ Ranatra chinensis ● 水質階級Ⅲ

48 トビケラ目 シマトビケラ科 コガタシマトビケラ Cheumatopsyche brevilineata ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 水質階級Ⅱ

49 ウルマーシマトビケラ Hydropsyche orientalis ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
50 オオシマトビケラ Macrostemum radiatum ● ● ● ● ● ● 水質階級Ⅱ

51 カワトビケラ科 DCタニガワトビケラ Dolophilodes sp.DC ●
52 ヒゲナガカワトビケラ科 ヒゲナガカワトビケラ Stenopsyche marmorata ● ● ● ●
53 ヤマトビケラ科 ヤマトビケラ属 Glossosoma sp. ● ● ● 水質階級Ⅰ

54 ナガレトビケラ科 ヒロアタマナガレトビケラ Rhyacophila brevicephala ● 水質階級Ⅰ

55 ムナグロナガレトビケラ Rhyacophila nigrocephala ● ● ● 水質階級Ⅰ

56 ヤマナカナガレトビケラ Rhyacophila yamanakensis ● 水質階級Ⅰ

57 コエグリトビケラ科 コエグリトビケラ属 Apatania sp. ●
58 ニンギョウトビケラ科 ニンギョウトビケラ Goera japonica ● ● ● ● ● ●
59 カクツツトビケラ科 カクツツトビケラ属 Lepidostoma sp. ● ● ● ● ● ●
60 トビケラ科 ウンモントビケラ属 Agrypnia sp. ●
61 ハエ目 ガガンボ科 ウスバヒメガガンボ属 Antocha sp. ● ● ●
62 クロヒメガガンボ属 Hexatoma sp. ● ●
63 ガガンボ属 Tipula sp. ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
64 ブユ科 アシマダラブユ属 Simulium sp. ● ● ● ● ● ● ● 水質階級Ⅰ

65 コウチュウ目 ヒラタドロムシ科 チビヒゲナガハナノミ属 Ectopria opaca sp. ● ●
66 クシヒゲマルヒラタドロムシ属 Eubrianax sp. ● ● ● ● ● ● 水質階級Ⅱ

67 ホタル科 ゲンジボタル Luciola cruciata ● ● 水質階級Ⅱ

68 脊椎動物門 硬骨魚綱 コイ目 コイ科 コイ Cyprinus carpio ● ●
69 フナ属 Carassius sp. ●
70 アブラボテ Tanakia limbata ● 準絶滅危惧 準絶滅危惧

71 オイカワ Zacco platypus ● ● ● ● ● ● ● ●
72 カワムツ Nipponocypris temminckii ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
73 カマツカ Pseudogobio esocinus esocinus ● ●
74 イトモロコ Squalidus gracilis gracilis ●
75 ドジョウ科 ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus ● ● ● ● ● ● 情報不足
76 ナマズ目 ギギ科 ギギ Pseudobagrus nudiceps ●
77 ダツ目 メダカ科 ミナミメダカ Oryzias latipes ● ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧

78 スズキ目 ドンコ科 ドンコ Odontobutis obscura ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
79 ハゼ科 シマヨシノボリ Rhinogobius sp.CB ●
80 カワヨシノボリ Rhinogobius flumineus ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
81 両生綱 無尾目 アカガエル科 ウシガエル Rana catesbeiana ● ○
82 ツチガエル Rana rugosa ● ● ●
83 爬虫綱 カメ目 イシガメ科 クサガメ Chinemys reevesii ●

4 13 15 16 9 10 13 15 9 23 19 22 24 13 22 25 31 18 27 23 23 15 25 25 3 3 6
（備考） 環境省RL：爬虫類、両生類、汽水・淡水魚類、昆虫類、貝類、その他無脊椎動物のレッドリスト（環境省　2012、2013）

広島県RDB：広島県の絶滅のおそれのある野生生物（第3版）、レッドデータブックひろしま2011（広島県　2012）
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外来生物水質指標
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